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◇ 保育・幼児教育に関心のあるすべての人が 

◇ 子どもの息遣いと保育現場を感じながら 

◇ 週末や夜間などの時間に 

◇ 1 人 1 人のペースで 

◇ 保育の力、子育て支援の力をはぐくむ 

◇ ゼミ型、ワークショップ型など主体的な授業 

◇ 基本的にオンラインです 

◇ ２年間で１２０時間以上履修できれば履修証明書が取得可能 

◇ 子育て支援にやさしい社会を求めて 

 

お茶の水女子大学の ECCELL（乳幼児を基軸とした生涯学習モデルの構築）事業は 10 数年にわた

り、社会人が保育・幼児教育について学ぶ授業を週末や夜間などに提供しています。その経験を活か

し、2019 年度から文京区立お茶の水女子大学こども園、大学院（保育・児童学コース）と連携強化しな

がら、より多様な形の学びの場を提供するラーニングプログラムを実施しています。 

幼稚園・保育所・認定こども園、そして家庭的保育・小規模保育所などの地域型保育における保育者

の研修の場として、また家庭や地域、職場における子育て環境の改善に関心をもつすべての人のための

リラーン（学び直し）、アンラーン（学びほぐし）の場となることをめざしています。このプログラム

のポイントは、１）異なる職場、立場の人が出会い共に学ぶこと、２）子どもや保育現場の現実を感じ 
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ながら学ぶこと、３）保育学、子ども社会学の大学院授業をとおして各自の問題意識を掘り下げるこ

と。男性の方も歓迎です。 

本プログラムは、文部科学省の職業実践力育成プログラム（BP）に認定されています。2 年の間に 120 

時間以上履修することのできた方には、お茶の水女子大学の履修証明書を授与しております。履修証明と

は別に、自由に科目選択していただくこともできます。発展的科目を受講すると、大学院の正式単位（1

科目 2 単位）が授与されます。（＊2022 年度前学期をもちまして BP 登録受付は終了いたしました。本プ

ログラムは 2023 年度後学期をもって終了予定です。） 

2021 年度より基本オンライン型（対面の科目もあります）となりましたので、遠方の方もぜひご参加

ください。 

 

 

１．授業科目の概要 

 

【２０２２年度～２０２３年度 開講科目】                    

 

 

 

 

 

＊「保育と省察」は、保育の省察（と評価）について、日誌や写真、映像などを通して保育を振りかえる 

ことについて、記録資料や論考をとおしてゼミ形式（話し合い）で考えていきます。 

＊＊ 2021 年度前学期は、4 月 19 日の週～7 月、 後学期は 10 月～1 月の予定です。刑部 

＊＊＊「自主研究」は、指定の研究会、シンポ等への参加と報告により履修と認められます。 

 

 

＊履修証明書交付の条件である 120 時間履修に「選択必修」科目は少なくとも１つ含まれる必要が 

あります。＊＊前学期は 4～9 月、後学期は 10～3 月です。 

 

◇ 学びほぐし（un-learn）的な「基礎科目」群、探究的な「発展的科目」群と分かれていますが、受

講する順番は自由です。 

◇ 基礎科目は、通常、平日の夜もしくは土曜や祝日などの開講です。 

◇ 発展的科目は、前学期は 4 月中旬～7 月末に、後学期は 10 月初旬～1 月末、夜間（18：20～19：

50）開講です。大学院科目でそれぞれ２単位取得可能です。 

◇ 課題科目は、指定されたシンポジウム、フォーラム等に参加し課題に応えるものです。 

 

 

 

 

 

科目群 科目名 時数 開講時期 

（太字は 2023 年度後学期開講） 

担当 

基礎科目 

乳幼児の世界 12 2022 年度前学期 宮里 

乳幼児のくらし 12 

2023 年度後学期 

10/10、17、24、11/14、21、28 

全 6回（火）18:30～20:30 予定 

宮里 

乳幼児教育論 12  2022 年度後学期 浜口 

子ども学ゼミ 12 2023 年度前学期 浜口 

保育デザイン論 12 2022 年度前学期 刑部 

からだ・表現ワークショップ 6 
2023 年度後学期 12/2（土）予定 

（対面） 
宮里･浜口 

子育て支援フィールドワーク 6 2022 年度前学期 宮里･浜口 

発展的科目 

大学院開講科

目です。履修

証明を目標と

する場合 2 科

目以上履修し

てください。 

保育マネジメント論演習 22.5 
2023 年度後学期（火）13:20～14:50 

（対面） 
宮里 

保育実践リーダーシップ論特論 22.5 2022 年度前学期 宮里 

保育学演習 22.5 2022 年度後学期 西 

比較子ども社会学特論 22.5 2023 年度前学期 小玉 

比較教育文化特論 22.5 2022 年度前学期 小玉 

子ども発達論演習（予定） 22.5 2023 年度後学期（月）18:20～19:50 辻谷 

課題科目 自主研究 3 随時  
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２．受講の申し込み 

「保育・子育て支援ラーニングプログラム」は受講する科目によってそれぞれ申し込み方法が異なりま

す。下記の方法により手続きを行ってください。 

 

◇ 基礎科目（公開講座型） 

1科目ずつ個別に、開講時期の約 6 週間前から大学 HP でご案内を出し、約 1 か月前～2 週間前に 

受付を行う予定です。 

メールでお申し込みされた後、指定口座へ受講料のお振込みをお願いします。 

 

◇ 発展的科目（大学院相当科目） 

   「2023 年度 科目等履修生・聴講生出願要項」を参照してください。 

     出願期間： 後学期    2023 年 7 月 14 日（金）～7 月 21 日（金） 

 

    発展的科目は、出願前に授業担当者と面談（オンライン）を行うことになっています。 

下記の ECCELL 事務局にメールをし、「面談希望」の旨お問合せ下さい。 

面談時に出願書類を見せていただくことがあります。 

 

◇ 課題科目（BP 登録者のみ） 

保育・子育て支援に関するシンポジウムやフォーラム等に参加し、そのレポートを提出します。 

 

◇ 【BP（ブラッシュアップ・プログラム履修証明）について】 

本プログラムは、文部科学省の職業実践力育成プログラム（BP）に認定されています。 

2 年以内にプログラム 120 時間以上受講すると、履修証明書が授与されるコースです。 

＊2022 年度前学期をもちまして BP 登録受付は終了いたしました。 

（2022 年度前学期までにプログラムに申請済みの方は、２年間の残りの期間につきましては、今ま

でどおり BP 生として科目等履修生の申請をすることができます。） 

 

※BP 登録者以外の方は、それぞれの科目を自由に選択してお申込みいただけます。 

 

◇ 本プログラムは 2023 年度後学期をもって終了予定です。 

 

【連絡先・お問い合わせ先】 

● このプログラム全体の内容、および基礎科目と課題科目の受講方法について： 

お茶大 ECCELL 社会人プログラム 事務局: nyuyoji-info@cc.ocha.ac.jp   

● 発展的科目の科目等履修出願方法について： 

seikigai@cc.ocha.ac.jp  03(5978)-2723 学務課  
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